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岡垣町公民館定期利用団体登録認定基準 

 

（目的） 
第１条 社会教育法第２０条及び２２条の規定に基づく公民館の定期利用団体と

して、学習の機会と場所を有効かつ公平に提供することにより定期利用団

体会員の教養の向上、健康の増進、生活文化の振興等、社会福祉の増進に

寄与することを目的とする。 

 
（認定の基準） 
第２条 公民館の定期利用団体として認める場合は､次の各号を具備した団体で

あること。 
（１）団体の会員数が原則５名以上であること。 
（２）会員は、町内在住者を原則とする。但し、町外者は会員中３分の１以下

であれば認める。 
（３）講師の必要な団体は、講師の私塾又は営利の目的ならないこと。 
（４）団体の代表者、役員が明確であること。 
（５）団体の代表者及び連絡者は、講師以外で、かつ町内在住者であること。 
（６）講師の謝礼金は、月額２０，０００円以内とする。 
（７）公民館を使用することができる時間は、午前９時から午後１０時までの

間とする。 
（８）定期利用団体が使用することができる１回の利用時間は、３時間以内と

する。 
（９）公民館の管理運営上、建物構造、騒音等を考慮し、他の利用者に支障を

きたさないこと。 
（10）その他、教育委員会が適当と認めたもの。 

 
（認定の取消し） 
第３条 次の各号に該当すると認められるときは、定期利用団体の認定を取り消

すものとする。 
（１）認定の基準に該当しなくなったとき。 
（２）定期利用団体が岡垣町公民館の設置及び管理に関する条例第８条又は

第１１条に該当するとき、並びに第１３条を履行しないとき。岡垣町公

民館の設置及び管理に関する条例施行規則第２条を守らないとき。 
（３）虚偽の申請があったとき。 
（４）目的外の使用、また社会教育法２３条の規定による行為が判明した場合。 
（５）施設の定期利用が年間で申請した内容の２分の１に満たなかった場合。 
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（変更申請） 
第４条 定期利用団体として認定後、会員数・代表者又は役員等の変更が生じた

場合、又学習活動の内容等に変更のある場合は、変更申請書を変更後１４

日以内に提出し、認定を得ること。 
（使用上の遵守事項） 
第５条 定期利用団体は、次の事項を遵守しなければならない。 

（１）教育委員会が提出を求める各種書類を提出すること。 
（２）使用にあたっては、別紙の公民館使用心得を遵守するとともに、その他

の事項については、公民館職員の指示に従うこと。 

 
（附則） 
この基準の運用は､昭和５８年４月１日よりとする。 

 
＊ 平成５年１月１日より一部改正 
＊ 平成９年４月１日より一部改正 
＊ 平成１２年７月１日より一部改正 
＊ 平成１６年１２月１日より一部改正 
＊ 平成１９年４月１日より一部改正 
＊ 平成２４年１２月１日より一部改正 


